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(57) Abstract: i s touch panel (60) i s provided
FIG.3 with: a plurality of touch sensor regions (61, 7 1A

、to 71C) which detect tactile contact so as to out
put signals indicating that the detection has been
made; and one or a plurality of signal output re
gions (62) which output, to the outside, the sig
nals which have been output from the plurality o f
touch sensor regions together. The signal output
regions are provided in any of gap portions
between the plurality of touch sensor regions. I t
i s possible to fit a connecting portion of such a
component as a flexible print substrate which i s
connected t o the signal output regions within the
scope of a column having a cross-section of a
rectangular region containing the plurality o f
touch sensor regions. Therefore, i t i s possible to
mount the invention compactly in an electric ap
paratus.

(57) 要 約 ： タ ツチ パ ネ ル （6 0 ) は 、
接触 を検 知 し、 検 知 した 旨の 信 号 を 出
力 す る 複 数 の タ ツ チ セ ンサ 領 域 （6
1 , 7 A ~ 7 C ) と、複 数 の タ ッ
チ セ ンサ 領 域 か ら出 力 され た 信 号 を ま
とめ て 外 部 に 出 力 す る 1 ま た は複 数 の
信 号 出 力領 域 （6 2 ) と を備 え る。 信

号 出 力領 域 は、複 数 の タ ツチセ ンサ 領 域 の 間の いずれ か の 間 隙部 に設 け られ る。信 号 出 力領 域 に接続 され
る フ レキ シ ブル プ リン ト基 板 な どの 部 品の 接続 部 を、複 数 の タ ツチ セ ンサ 領 域 を包 含 す る矩 形領 域 を断 面
とす る柱 状体 の範 囲 内 に収 め る ことが で き る。電 気機 器 へ コ ンパ ク 卜に搭載 す る ことが で き る。



明 細 書

発明の名称 ：

タツチパネル、タツチパネルユニッ ト、および、電気機器

技術分野

[0001 ] この発明は、 タツチパネル、 タツチパネルユニ ッ ト、および、電気機器に

関 し、特 に、電気機器に搭載するのに適 したタツチパネル、 タツチパネルュ

ニ ッ ト、および、それ らを搭載 した電気機器に関する。

背景技術

[0002] 従来、特開 2 0 0 2 _ 3 3 3 6 4 0 号公報 （以下 「特許文献 1 」 という）

に示されるように、 タツチパネルおよび液晶パネルのようなマ 卜リックス状

に透明電極が配置されるデバイスでは、信号の出力部は、デバイスの端部 に

設けられていた。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 2 _ 3 3 3 6 4 0 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] しか し、 このようなデバイスの場合、信号の出力部か ら引出されるフレキ

シプル プ リン ト基板 （以下 「F P C ( FLex i b Le P i nted Ci rcu i ts) 」 とい

う）を、当該デバイスを備える携帯端末 （たとえば、携帯電話、スマ一 トフ

オ ン、 ポータブルメデ ィアプレーヤ、 タブレッ ト型 コンピュータなど）の筐

体内に収納するための領域が必要 となるため、液晶パネルの表示面およびタ

ツチパネルの操作面よりも広い面を有する筐体 とする必要があった。

[0005] この発明は、上述の問題 を解決するためになされたものであ り、その目的

の 1 つは、電気機器へ コンパ ク トに搭載することが可能なタツチパネル、 タ

ツチパネルユニ ッ ト、および、それ らを搭載 した電気機器を提供することで

ある。



課題を解決するための手段
[0006] 上述の目的を達成するために、この発明のある局面によれば、タツチパネ

ルは、接触を検知 し、検知 した旨の信号を出力する複数のタツチセンサ領域

と、複数のタツチセンサ領域から出力された信号をまとめて外部に出力する

1 または複数の信号出力領域とを備える。信号出力領域は、複数のタツチセ

ンサ領域の間のいずれかの間隙部に設けられる。

[0007] この発明に従えば、信号出力領域に接続されるフレキシブルプリン卜基板

などの部品の接続部を、複数のタツチセンサ領域を包含する矩形領域を断面

とする柱状体の範囲内に収めることができる。その結果、電気機器へコンパ

ク 卜に搭載することが可能なタッチパネルを提供することができる。

[0008] 好ましくは、信号出力領域には、タツチパネルから出力された信号を伝達

または処理するフレキシブルプリン卜基板を接続可能であり、フレキシブル

プリン卜基板は、接続面と略平行方向に引出される。フレキシブルプリン卜

基板の信号出力領域との接続部から最初の略 9 0 度以上の曲げ部までが、タ

ツチパネルの平行投影の投影図のうち面積が最大のものを断面とする柱状体

の範囲内に収納されることが可能である。

[0009] この発明に従えば、フレキシブルプリン卜基板の信号出力領域との接続部

から最初の略 9 0 度以上の曲げ部までを、タツチパネルの平行投影の投影図

のうち面積が最大のものを断面とする柱状体の範囲内に収めることができる

。その結果、タツチパネルを電気機器へさらにコンパク トに搭載することが

できる。

[001 0] 好ましくは、複数のタツチセンサ領域のうちの少なくとも 1 つは、光を透

過可能に形成された透過領域に設けられ、残りは、アイコンが描画された領

域にアイコンの接触を検知可能に設けられる。

[001 1] この発明に従えば、タツチパネルの透過領域に液晶パネルが設置されるこ

とで、表示画面の接触位置を検知可能とすることができるとともに、アイコ

ンに対応付けられた機能を実行可能とすることができる。

[001 2] この発明の他の局面によれば、タツチパネルユニットは、タツチパネルと



、タツチパネルから出力された信号を伝達または処理するフレキシブルプリ

ン 卜基板とを含む。タツチパネルは、接触を検知 し、検知 した旨の信号を出

力する複数のタツチセンサ領域と、複数のタツチセンサ領域から出力された

信号をまとめて外部に出力する 1 または複数の信号出力領域とを備える。

[001 3] 信号出力領域は、複数のタツチセンサ領域の間のいずれかの間隙部に設け

られる。フレキシブルプリン ト基板は、信号出力領域に接続され、接続面と

略平行方向に引出される。フレキシブルプリン 卜基板の信号出力領域との接

続部から最初の略 9 0 度以上の曲げ部までが、タツチパネルの平行投影の投

影図のうち面積が最大のものを断面とする柱状体の範囲内に収納されること

が可能である。

[0014] この発明に従えば、フレキシブルプリン 卜基板の信号出力領域との接続部

から最初の略 9 0 度以上の曲げ部までを、タツチパネルの平行投影の投影図

のうち面積が最大のものを断面とする柱状体の範囲内に収めることができる

。その結果、タツチパネルを電気機器へコンパク トに搭載することが可能な

タツチパネルュニッ 卜を提供することができる。

[001 5] 好ましくは、複数のタツチセンサ領域のうちの少なくとも 1 つは、光を透

過可能に形成された透過領域に設けられ、残 りは、アイコンが描画された領

域にアイコンの接触を検知可能に設けられる。

[001 6] この発明に従えば、タツチパネルの透過領域に液晶パネルが設置されるこ

とで、表示画面の接触位置を検知可能とすることができるとともに、アイコ

ンに対応付けられた機能を実行可能とすることができる。

[001 7] 好ましくは、信号出力領域は、光を透過可能に形成された透過領域と異な

る領域に設けられる。接続部から曲げ部までは、透過領域から透視不能な位

置に配置可能である。

[001 8] この発明に従えば、接続部から曲げ部までを、透過領域から透視不能に配

置することができる。曲げ部以降は、タツチパネルの内部側に設置される液

晶パネルおよびその他の基板などの裏側に引き回すことで、フレキシブルプ

リン ト基板を透過領域から見えないようにすることができる。その結果、フ



レキシプルプリン卜基板を透過領域から見えないように、タツチパネルュニ

ッ卜を電気機器に搭載することができる。

[001 9] 好ましくは、アイコン領域は、アイコンの一部が光を透過可能なようにァ

イコンが描画された領域であり、複数のタツチセンサ領域のうちの少なくと

も 1 つは、アイコン領域にアイコンの接触を検知可能に設けられる。

[0020] タツチパネルユニットは、アイコン領域を背面から照光する照明装置をさ

らに備える。接続部から曲げ部までは、照明装置からアイコン領域への光線

を避けて配置されることが可能である。

[0021 ] この発明に従えば、フレキシブルプリン卜基板の信号出力領域との接続部

から最初の略 9 0 度以上の曲げ部までを、照光装置によるアイコン領域の照

光を妨げないようにできるので、照光装置以外の構成を設ける必要をなくす

ることができる。その結果、タツチパネルユニットを電気機器へコンパク ト

に搭載することが可能であるとともに、製造コス トの増加を抑えた照光が可

能なタッチパネルュニッ卜を提供することができる。

[0022] 好ましくは、信号出力領域は、光を透過可能に形成された透過領域と異な

る領域に設けられる。接続部から曲げ部までは、透過領域から透視不能な位

置に配置可能である。

[0023] この発明に従えば、接続部から曲げ部までを、透過領域から透視不能に配

置することができる。曲げ部以降は、タツチパネルの内部側に設置される液

晶パネルおよびその他の基板などの裏側に引き回すことで、フレキシブルプ

リント基板を透過領域から見えないようにすることができる。その結果、フ

レキシプルプリン卜基板を透過領域から見えないように、タツチパネルュニ

ッ卜を電気機器に搭載することができる。

[0024] この発明のさらに他の局面によれば、電気機器は、上述のいずれかのタツ

チパネルまたはタツチパネルュニッ卜を備える。

[0025] この発明に従えば、電気機器へコンパク 卜に搭載することが可能なタツチ

パネルおよびタツチパネルュニッ卜を搭載 した電気機器を提供することがで

きる。



[0026] この発明のさらに他の局面によれば、電気機器は、上述のいずれかのタツ

チパネルュニッ卜を備え、接続部から曲げ部までを、柱状体の範囲内に収納

させるとともに、光線を避けて配置させる拘束部材をさらに備える。

[0027] この発明に従えば、電気機器へコンパク 卜に搭載することが可能であると

ともに、製造コス トの増加を抑えた照光が可能なタツチパネルュニッ卜と搭

載 した電気機器を提供することができる。また、フレキシブルプリン ト基板

の信号出力領域との接続部から最初の略 9 0度以上の曲げ部までを、タツチ

パネルの平行投影の投影図のうち面積が最大のものを断面とする柱状体の範

囲内に、より確実に、収めることができるとともに、照光装置によるアイコ

ン領域の照光を、より確実に妨げないようにできる。

図面の簡単な説明

[0028] [ 図1A] この発明の実施の形態におけるスマー トフォン 1 の外観図の上面図で

ある。

[ 図1B] この発明の実施の形態におけるスマ一 卜フォン 1 の外観図の正面図で

ある。

[ 図1C] この発明の実施の形態におけるスマ一 卜フォン 1 の外観図の下面図で

ある。

[ 図1D] この発明の実施の形態におけるスマ一 卜フォン 1 の外観図の左側面図

である。

[ 図1E] この発明の実施の形態におけるスマ一 卜フォン 1 の外観図の右側面図

である。

[ 図1F] この発明の実施の形態におけるスマー トフォン 1 の外観図の背面図で

ある。

[ 図2A] この実施の形態におけるタツチパネルュニッ卜の外観図の正面図であ

る。

[ 図2B] この実施の形態におけるタツチパネルユニットの外観図の背面図であ

る。

[ 図3] 従来およびこの実施の形態のタツチパネルの違いを説明するための図で



ある。

[ 図4 ] この発明をする前のアイコン部の照光 を説明するための第 1 の図である

[ 図 5 ] この発明をする前のアイコン部の照光 を説明するための第 2 の図である

[ 図 6 ] この実施の形態 におけるアイコン側 タツチセ ンサ領域の照光 を説明する

ための図である。

[ 図7 ] この実施の形態 におけるアイコン側 タツチセ ンサ領域の照光 を説明する

ための断面図である。

[ 図8 ] この実施の形態の変形例 におけるアイコン側 タッチセ ンサ領域の照光 を

説明するための図である。

[ 図 9A] この発明をする前のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための正

面図である。

[ 図 9B] この発明をする前のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための A

_ A 断面図である。

[ 図 9C] この発明をする前のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための B

- B 断面図である。

[ 図 10A] この発明をする前のタツチパネルの第 2 の層構造 を説明するための正

面図である。

[ 図 10B] この発明をする前のタツチパネルの第 2 の層構造 を説明するための C

_ C 断面図である。

[ 図 10C] この発明をする前のタツチパネルの第 2 の層構造 を説明するための D

_ D 断面図である。

[ 図 11A] この実施の形態のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための正面

図である。

[ 図 11B] この実施の形態のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための E —

E 断面図である。

[ 図 11C] この実施の形態のタツチパネルの第 1 の層構造 を説明するための F —



F 断面図である。

[ 図12A] この実施の形態のタツチパネルの第 2 の層構造を説明するための正面

図である。

[ 図12B] この実施の形態のタツチパネルの第 2 の層構造を説明するためのG —

G 断面図である。

[ 図12C] この実施の形態のタツチパネルの第 2 の層構造を説明するための H —

H 断面図である。

発明を実施するための形態

[0029] 以下、この発明の実施の形態について、図面を参照 しながら詳細に説明す

る。なお、図中の同一または相当部分については、同一符号を付 してその説

明は繰返さない。

[0030] 以下の発明の実施の形態においては、電気機器の一例としてスマー トフ才

ン 1 などの携帯端末にこの発明を適用する場合について説明する。 しかし、

電気機器は、タツチパネルを備えるものであれば、携帯端末に限定されず、

他のもの、たとえば、パーソナルコンピュータ （以下 「P C 」）という）、

および、 B D ( BLu-ray Di sc) レコーダなどのA V (Aud i o V i sua L) 機器

などであってもよい。また、携帯端末は、スマー トフォン 1 に限定されず、

他のもの、たとえば、携帯電話、ポータブルメディアプレーヤ、および、タ

プレツ卜型コンピュータなどであってもよい。

[0031 ] 図 1 A から図 1 F は、それぞれ、この発明の実施の形態におけるスマー ト

フォン 1 の外観図の上面図、正面図、下面図、左側面図、右側面図、および

、背面図である。図 1 A から図 1 F を参照 して、スマー トフォン 1 は、主な

構成として、筐体 1 1 と、表示部 5 とを含む。

[0032] 表示部 5 の表面側には、タッチパネルが設けられていて、表示部側タッチ

センサ領域 6 1 が設けられる。また、アイコン部 7 A ~ 7 C にも、図示 して

いないが、アイコン部側タツチセンサ領域が、それぞれのアイコン部 7 A ~

7 C について設けられる。

[0033] アイコン部 7 A には、 「M E N U 」の文字が描画されており、ユーザが指



等でアイコン部 7 A に触れることにより、表示部 5 における表示画面が、メ

ニ ュ一画面に移行することが示されている。

[0034] アイコン部 7 B には、家を模式的な表わ した図が描画されており、ユーザ

が指等でアイコン部 7 B に触れることにより、表示部 5 における表示画面が

、ホーム画面に移行することが示されている。

[0035] アイコン部 7 C には、元に戻ることを示すような形状の矢印が描画されて

おり、ユーザが指等でアイコン部 7 C に触れることにより、表示部 5 におけ

る表示画面が、 1 つ前に表示されていた画面に戻ることが示されている。

[0036] なお、アイコン部 7 A ~ 7 C には、他の機能を実行することを示す文字ま

たは図のアイコンが描画されるように して、アイコン部 7 A ~ 7 C が操作さ

れることによって、それぞれのアイコンに対応付けられた機能が実行される

ように してもよい。

[0037] 図 2 A および図 2 B は、それぞれ、 この実施の形態におけるタツチパネル

ュニッ 卜の外観図の正面図および背面図である。図 2 A および図 2 B を参照

して、図 2 A は、タツチパネルユニッ トの表側を示 し、図 2 B は、タツチパ

ネルユニッ トの裏側を示す。タツチパネルユニッ トは、タツチパネル 6 0 と

フレキシブルプリン ト基板 （以下 「F P C ( FLex i b Le P i nted Ci rcu i ts)

」 という） 6 3 とを含む。

[0038] F P C 6 3 には、タツチパネル 6 0 か ら出力された信号を処理する I C ( I

ntegrated Ci rcu i t ) 6 4 と、他の基板等に接続するための接続部 6 7 とを

含む。 F P C 6 3 は、タツチパネル 6 0 か ら出力された信号を処理 したり、

出力また処理された信号を伝達 したりする。

[0039] タツチパネル 6 0 および F P C 6 3 は、 A C F (An i sot rop i c Conduct i ve

F m) 領域 6 2 で接続されている。 ここでは、 A C F 領域 6 2 は、 2 つに

分かれているが、 1 つにまとめ られていてもよい。 A C F は、異方性導電フ

イルムのことであり、複数の端子を持つ部品を、それぞれの端子の接続部を

有する部品に装着させるために使用されるフイルムである。 A C F によって

、タッチパネル 6 0 の複数の信号線 と F P C 6 3 の複数の信号線 とが、それ



ぞれ、絶縁 を保 って接続 される。

[0040] タ ツチパネル 6 0 において、透過領域 5 1 は、後述するように、 ガラス基

板の上 に透明電極 が形成 されているだけであるので、向 こう側 を透視可能な

ようにな つている。 このため、 スマー トフォン 1 に搭載 され、透過領域 5 1

の向 こう側 に表示部 5 が設 け られることによって、透過領域 5 を通 して、

表示部 5 の表示内容 をュ一ザが見ることがで きるようになる。

[0041 ] タ ツチパネル 6 0 において、透過領域 5 1 の周辺は、 B M ( BLack Mask)

とな ってお り、向 こう側が透視不能 とな っているとともに、 タツチパネル 6

0 の上の回路 および配線が見えないようにな つている。

[0042] なお、表示部側 タツチセ ンサ領域 6 は、透過領域 5 よ りとほぼ同 じ大

きさで形成 されている。

[0043] 図 3 は、従来および この実施の形態のタツチパネルの違いを説明するため

の図である。図 3 を参照 して、図 3 の左図は、 この発明をする前のタツチパ

ネル を示す図である。図 3 の右図は、 この実施の形態のタツチパネル を示す

図である。

[0044] 従来 は、図 3 の左図で示 されるように、 タツチパネル 1 6 0 において、 ァ

イコン部 1 0 7 の接触 を検知するためには、透過領域 1 5 のみに設 け られ

るように していた表示部のタツチセ ンサ領域 1 6 1 を、 アイコン部 1 0 7 ま

で延ばすように していた。 このため、 A C F 領域 1 6 2 は、 タツチセ ンサ領

域 1 6 1 の外側 （ここでは、 アイコン部 1 0 7 の右下）に配置する しかなか

つた。

[0045] 本実施の形態 においては、図 3 の右図で示 されるように、 タツチパネル 6

0 において、表示部側 タツチセ ンサ領域 6 を透過領域 5 のみに設 けると

ともに、 アイコン部 7 A ~ 7 C の側 には、 それぞれ、 アイコン側 タツチセ ン

サ領域 7 A 7 C を設 けるように した。

[0046] このように、 アイコン部 7 A ~ 7 C のために、独立 したタツチセ ンサ領域

を設 けるように したので、表示部側 タツチセ ンサ領域 6 1 および複数のァィ

コン側 タッチセ ンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C の間に、間隙部が存在するようにな



つた。

[0047] 本実施の形態においては、 このような間隙部のうち、 3 つのアイコン側 タ

ツチセンサ領域 7 A 7 C の間の 2 つの間隙部 に、 A C F 領域 6 2 を設

けるように した。 これにより、 タツチセンサ領域の上端か らアイコン部の下

端 までの距離 を、従来 と本実施の形態 とで同 じ長さ I と した場合に、本実施

の形態の場合は、 この発明をする前の場合よりも、 タツチパネル 6 0 の機能

部分の長さを、 この発明をする前のアイコン部 1 0 7 の下端か らA C F 領域

1 6 2 の下端 までの距離 ∆ I の分、短 くすることができる。

[0048] なお、 A C F 領域 6 2 が配置されるのは、 アイコン側 タツチセンサ領域 7

A 7 C の間の間隙部のいずれかに限定されず、表示部側 タツチセンサ

領域 6 および複数のアイコン側 タツチセンサ領域 7 A 7 C の間のい

ずれか少な くとも 1 つの間隙部であれば、他の間隙部であつてもよい。たと

えば、表示部側 タツチセンサ領域 6 1 といずれかのアイコン側 タツチセンサ

領域 7 A 7 C との間の間隙部であってもよい。

[0049] また、 アイコン側 タツチセンサ領域が 1 つまたは 2 つ しか設けられない場

合など、表示部側 タツチセンサ領域 6 1 の幅 と比較 して、すべてのアイコン

側 タツチセンサを覆 う最小限の矩形の幅が狭い場合は、表示部側 タツチセン

サ領域 6 の矩形 を、すべてのアイコン側 タツチセンサを覆 う最小限の矩形

の下端 まで延ば した矩形の範囲内に、 A C F 領域 を設置するように しても、

上述 したような、 タッチパネル 6 0 の機能部分の長さを短 くすることができ

るといった効果が奏される。

[0050] なお、表示部側 タツチセンサ領域 6 1 および複数のアイコン側 タツチセン

サ領域 7 A 7 C のそれぞれの間隙部 を狭 くしすぎると、隣のタツチセ

ンサ領域で誤検出を して しまう。 このため、本実施の形態によれば、そのよ

うな誤検出を防止するために設けざるを得ない間隙部 を有効利用することが

できるといった付帯的な効果も奏される。

[0051 ] 図 4 は、 この発明をする前のアイコン部の照光を説明するための第 1 の図

である。図 4 を参照 して、図 3 の左図で示 した A C F 領域 1 6 2 のような配



置にする場合、タツチパネル 1 6 1 A のA C F領域 1 6 2 A に接続された F

P C 1 6 3 A を、キャビネット1 6 5 A に沿わせて、液晶パネル 1 5 0 A の

背面に引き回す。

[0052] このようにした場合、アイコン部 1 0 7 A を背面から照光するように設置

されるL E D 1 7 2 A からの光線が、 F P C 1 6 3 A によって妨げられて し

まうといった問題が生 じる。

[0053] 図 5 は、この発明をする前のアイコン部の照光を説明するための第 2 の図

である。図 5 を参照 して、図4 で説明 したような問題を解決するためには、

L E D 1 7 2 B によるアイコン部 1 0 7 A の照光が、 F P C 1 6 3 B などに

よって妨げられないような位置に、 L E D 1 7 2 B を配置 して、 F P C 1 7

3 B を用いて、 F P C 1 6 3 B を回避するように、 L E D 1 7 2 Bへ給電す

ることが考えられる。

[0054] あるいは、 L E D 1 7 2 B からの光線を導光する導光部材 1 7 4 B を設け

て、導光部材 1 7 4 B および L E D 7 2 B を、 F P C 1 6 3 B に干渉 しな

い位置に配置することが考えられる。

[0055] いずれにしても、 F P C 1 7 3 B または導光部材 1 7 4 B などの部品が追

加で必要となるため、製造コス トの増加に繋がって しまうといった問題が生

じる。

[0056] 図 6 は、この実施の形態におけるアイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

1 C の照光を説明するための図である。図 7 は、この実施の形態におけるァ

イコン側タツチセンサ領域の照光を説明するための断面図である。図 6 およ

び図 7 を参照 して、この実施の形態においては、図 3 の右図などで説明 した

ように、 A C F領域 6 2 を、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C の

間隙部に設けるようするとともに、 F P C 6 3 の形状を、 F P C 6 3 をスマ

— 卜フォン 1 に組込んだときに、 L E D 7 2 からアイコン側タッチセンサ領

域 7 1 A ~ 7 1 C への光線を避けて配置可能な形状、具体的には図 6 (詳 し

くは、図 2 B ) で示すような形状とする。これによつて、 L E D 7 2 以外の

構成を特に設ける必要なく、照光範囲 6 6 が L E D 7 2 によって照光される



こととなる。

[0057] また、 F P C 6 3 は、 A C F 領域 6 2 に接続 され、接続面 と略平行方向に

引出される。そ して、 F P C 6 3 の A C F 領域 6 2 との接続部か ら最初の略

9 0 度以上の曲げ部 までが、 タツチパネル 6 0 の平行投影の投影図のうち面

積が最大のものを断面 とする柱状体の範囲内に収納 されるように、 F P C 6

3 が形成 されている。

[0058] また、 A C F 領域 6 2 は、前述 したように、透過領域 5 1 と異なる領域 に

設けられる。 F P C 6 3 の A C F 領域 6 2 との接続部か ら最初の略 9 0 度以

上の曲げ部 までは、 F P C 6 3 をスマー トフ ォ ン 1 に組込んだときに、透過

領域 5 1 か ら透視不能な位置に配置される。 また、曲げ部以降は、 タツチパ

ネル 6 0 の内部側 に設置される液晶パネル 5 0 などの他の装置の裏側 に引回

すことができる。 これにより、 F P C 6 3 を透過領域 5 1 か ら見えないよう

にすることができる。

[0059] また、接続部か ら曲げ部 までを、柱状態の範囲内に収納 させるとともに、

L E D 7 2 か らの光線 を避 けて配置させるキヤビネッ 卜6 5 が設けられてい

る。 このため、 F P C 6 3 の A C F 領域 6 2 との接続部か ら最初の略 9 0 度

以上の曲げ部 までを、 タツチパネル 6 0 の平行投影の投影図のうち面積が最

大のものを断面 とする柱状体の範囲内に、 より確実に収めることができると

ともに、 L E D 7 2 によるアイコン側 タツチセンサ領域 7 A 7 C の照

光を、 より確実に妨げないようにできる。

[0060] なお、 F P C 6 3 が、スマー トフ ォ ン 1 の筐体 1 1 の内部 に収納 されるの

であれば、 F P C 6 3 が、 A C F 領域か ら引出される方向は、接続面 と略平

行方向でな くてもよい し、 F P C 6 3 の A C F 領域 6 2 との接続部か ら最初

の曲げ部は、略 9 0 度以上でな くてもよい。

[0061 ] また、図 7 において、 アイコン側 タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C および

L E D 7 2 の位置は、実際は、図 6 で示されるように、 L E D 7 2 か らアイ

コン側 タツチセンサ領域 7 A 7 C への光線が、 六〇 「領域 6 2 と重な

るような位置であるが、図を分か り易 くするために、便宜的に、図 7 の下方



向に、アイコン側タツチセンサ領域 7 A 7 C および L E D 7 2 の位置

をずらしている。

[0062] 図 8 は、この実施の形態の変形例におけるアイコン側タツチセンサ領域の

照光を説明するための図である。図 8 を参照 して、アイコン部 7 A ~ 7 C を

真中のアイコン部 7 B によせる場合は、A C F領域 6 2 ' を図のような位置

に配置するようにしてもよい。このようにした場合は、図 6 の場合と同様、

F P C 6 3 ' の形状を、 F P C 6 3 ' をスマー トフォン 1 に組込んだときに

、 L E D 7 2 からアイコン側タツチセンサ領域 7 A 7 C への光線を避

けて配置可能な形状とすることができる。

[0063] 図 9 A から図 9 C は、それぞれ、この発明をする前のタツチパネルの第 1

の層構造を説明するための正面図、A _ A 断面図、および、 B —B断面図で

ある。図 1 O A から図 1 O C は、それぞれ、この発明をする前のタツチパネ

ルの第 2 の層構造を説明するための正面図、C —C 断面図、および、 D —D

断面図である。図 9 A から図 9 C および図 1 O A から図 1 O C を参照 して、

図 9 A および図 1 O A に示すように、スマー トフォン 1 などの携帯端末の表

示部に加えて表示部の下部に所定の操作が可能なアイコン部を設けて、 1 つ

のタツチパネル 1 6 0 A ， 6 O B の検知領域で、表示部とアイコン部との

両方の接触をそれぞれ検知するものがあった。

[0064] 図 9 B で示すように、表示部は、タツチパネル 1 6 0 A の縦センサとして

の I T O (Ind i um Ti n Ox i de) — 1層 1 8 3 A と横センサとしての I T 0

_ 2 層 1 8 6 Α によって、ュ一ザが指等で触れた表示部の位置を検知可能と

されている。また、図 1 0 Β で示すように、表示部は、タツチパネル 1 6 0

Β の縦センサとしての I T O — 1層 1 8 3 B と横センサとしての I T O — 1

層 1 8 3 C によって、ユーザが指等で触れた表示部の位置を検知可能とされ

ている。縦センサと横センサの静電容量の変化に基づいて、接触されている

位置の座標が特定される。これらの検知信号は、複数のメタル配線 1 8 7 A

， 1 8 7 B を通って、それぞれ、タツチパネル 1 6 0 A ， 1 6 0 B の外部に

出力される。



[0065] 図 9 C で示すように、アイコン部も、タツチパネル 1 6 0 A の縦センサと

しての I T O — 1層 1 8 3 A と横センサとしての I T O — 2 層によって、ュ

—ザが指等でアイコン部を触れたか否かを検知可能とされている。また、図

1 O C で示すように、アイコン部も、タツチパネル 1 6 0 B の縦センサとし

ての I T O — 1層 1 8 3 B と横センサとしての I T O — 1層 1 8 3 C によつ

て、ユーザが指等でアイコン部を触れたか否かを検知可能とされている。こ

れらの検知信号も、複数のメタル配線 1 8 7 A ， 1 8 7 B を通って、それぞ

れ、タツチパネル 1 6 0 A , 1 6 0 B の外部に出力される。

[0066] ここで、タツチパネル 1 6 0 A ， 1 6 0 B においては、アイコン部のアイ

コンの意匠が、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B で、それぞれ、ガラス基板 1 8 1

A , 8 B の上に形成される。なお、図 9 A および図 1 O A においては、

アイコン部には I T Oの層が示されていないが、これは、 B M層 1 8 2 A ，

1 8 2 B で表わされる意匠が図面で分かり難 くなるので、図示 していないた

めである。

[0067] このように構成されていることによって、 1 つのタツチパネル 1 6 0 A ，

1 6 O B で、表示部のセンサおよびアイコン部のセンサを兼ねることができ

るとともに、アイコンの意匠も含めることができる。

[0068] しか し、このように構成 した場合、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B に力一ボン

等の導電性物質が含まれており、複数列の I T O — 1層 1 8 3 A ， 8 3 B

が、それぞれ、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B と、直接、接触 しているため、タ

ツチパネル 1 6 0 A ， 6 0 B のセンサ性能に影響を与えて しまうといった

問題が生 じる。

[0069] このような黒インクに含まれる炭素質粉体の導電性に起因 して誤動作また

は不動作が起こる問題に対応するために、特開 2 0 0 9 _ 2 9 5 3 6 5 号公

報に示されているように、意匠インクとして、絶縁性黒インクを用いること

が考えられる。これにより、タツチパネルに黒の意匠インクを用いる場合で

あっても、タツチパネルのセンサ性能に与える影響を減少させることができ

る。



[0070] しか し、 このように した場合、インクを形成する素材およびインクの色調

の自由度が低 くなつて しまうといった問題が生 じる。特に、ガラス基板 1 8

A , 1 8 1 B の上に、それぞれ、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B を形成 して、

その上に、タツチセンサを形成する場合、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B での段

差による断線の懸念などがあるため、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B の厚 さは、

インクをベタ塗 りする場合の 1 0 ~ 2 0 m よりも薄 くすることが望 ま しい

。 この場合に、インクの選定の自由度が低いと、所望の性能を発揮するイン

クを選定することが、さらに難 しくなつて しまう。

[0071 ] このような問題を回避するためには、アイコン部の I T O の層 とB M層 1

8 2 A , 1 8 2 B との間に絶縁層を 1 層追加することが考えられる。 このよ

うにすれば、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B の導電性物質が、アイコン部の I T

0 の層に悪影響を与えることを防止することができる。

[0072] しか し、塗膜層 とセンサ層 との間に絶縁層を 1 層追加するように した場合

、絶縁層を形成するための工程が必要 となるため、生産効率が低下 し、製造

コス トが増加 して しまうといつた問題が生 じる。

[0073] なお、 この実施の形態においては、図 9 A か ら図 9 C のタツチセンサ領域

の層構造を 「2 層構造」といい、図 1 O A か ら図 1 0 C のタツチセンサ領域

の層構造を 「ブリッジ構造」という。

[0074] 図 1 1 A か ら図 1 1 C は、それぞれ、 この実施の形態のタツチパネル 6 0

A の第 1 の層構造を説明するための正面図、 E — E 断面図、および、 F — F

断面図である。図 1 1 A か ら図 1 1 C を参照 して、図 1 1 A か ら図 1 1 C の

表示部側タツチセンサ領域 6 1 は、図 9 A か ら図 9 C と同様、 「2 層構造」

である。タツチパネル 6 0 A は、 1 つのガラス基板 8 1 A の上に形成される

。なお、ガラス基板 8 A に限定されず、透明基板であれば、他の基板であ

つてもよい。

[0075] ガラス基板 8 A は、接触された 2 次元の位置を検知するための表示部側

タツチセンサ領域 6 と、接触されたか否かを検知するための少な くとも 1

つのアイコン側タツチセンサ領域 7 A 7 C とを含む。



[0076] タツチパネル 6 0 A は、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C のガ

ラス基板 8 A の上に接 し、導電性を有する塗料でアイコンが描画された B

M層 8 2 A と、表示部側タツチセンサ領域 6 のガラス基板 8 A の上に接

する前形成部分である I T O — 1層 8 3 A とを備える。

[0077] B M層 8 2 A は、力一ボンを含んだインク材を蒸着印刷することで、数从

m と極薄く形成される。 I T O — 1層 8 3 A は、 2 次元の接触位置を検知す

る 2 次元タツチセンサのうち絶縁層 8 4 A の前に形成される一部分であり、

導電性材料、たとえば、 I 丁0 で構成される。

[0078] なお、 2 次元タツチセンサは、 I T Oで構成される縦センサとしての I T

0 — 1層 8 3 A と、 I T Oで構成される横センサとしての I T O — 2 層 8 6

A と、縦センサと横センサとの絶縁のための絶縁層 8 4 A とを含む。

[0079] タツチパネル 6 0 A は、さらに、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

C の B M層 8 2 A 、表示部側タッチセンサ領域 6 1 の I T O — 1層 8 3 A

、および、表示部側タツチセンサ領域 6 1 の I T O — 1層 8 3 A が形成され

ていないガラス基板 8 A の上に接する絶縁層 8 4 A ，8 4 C と、表示部側

タツチセンサ領域 6 の絶縁層 8 4 A の上に接する後形成部分である I T O

— 2 層 8 6 A とを備える。

[0080] I T O — 2 層 8 6 A は、 2 次元タツチセンサのうち絶縁層 8 4 A の後に形

成される一部分であり、導電性材料、たとえば、 I T Oで構成される。

[0081 ] タツチパネル 6 0 A は、さらに、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

C の絶縁層 8 4 C の上に接 し、導電性材料、たとえば、 I T Oで構成され

る 1層構造のタツチセンサを構成する I T 0 — 2 層 8 6 C を備える。

[0082] このように構成されているので、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

1 C にアイコンが描画された B M層 8 2 A が設けられ、かつ、 B M層 8 2 A

と 1層構造のタツチセンサを構成する I T O — 2 層 8 6 C との間に、アイコ

ン側タツチセンサ領域 7 A 7 C の絶縁層 8 4 C が設けられる。

[0083] アイコン側タッチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C の絶縁層 8 4 C は、 1層構造

のタツチセンサを構成する I T 0 — 2 層 8 6 C に接する。表示部側タツチセ



ンサ領域 6 の絶縁層 8 4 A は、後形成部分である I T O —2 層 8 6 A に接

する。絶縁層 8 4 A ， 8 4 C は、同 じ材料で構成される。 1層構造のタツチ

センサを構成する I T O —2 層 8 6 C および後形成部分である I T O —2 層

8 6 A は、同 じ材料で構成される。

[0084] これにより、絶縁層 8 4 A ， 8 4 C を同工程で形成することができる。ま

た、後形成部分である I T O —2 層 8 6 A と 1層構造のタツチセンサを構成

する I T O —2 層 8 6 C とを同工程で形成することができる。

[0085] このため、 B M層 8 2 A と 1層構造のタツチセンサを構成する I T O —2

層 8 6 C との間に絶縁層 8 4 C を設けることが可能となるとともに、当該絶

縁層 8 4 C を設けたとしても工程の増加を抑えることが可能となる。その結

果、製造コス トの増加を抑えて B M層 8 2 A による動作不良を防止すること

ができる。

[0086] なお、さらに、縦センサとしての I T O — 1層 8 3 A および横センサとし

ての I T O — 2 層 8 6 A のそれぞれ 1 つ 1 つに接続するように、メタル配線

8 7 A が設けられる。メタル配線 8 7 A は、透過領域 5 1 と異なるB M層 8

2 A が形成された領域に設けられる。これにより、メタル配線 8 7 A を外部

から視認 し難 くすることができる。

[0087] また、上述 した各層の最上部を覆うように、絶縁層 8 8 A が設けられる。

これにより、導電性を有する各層が、タツチパネル 6 O A の外部と絶縁され

る。

[0088] 図 1 2 A から図 1 2 C は、それぞれ、この実施の形態のタツチパネル 6 0

B の第 2 の層構造を説明するための正面図、G —G断面図、および、 H —H

断面図である。図 1 2 A から図 1 2 C を参照 して、図 1 2 A から図 1 2 C の

表示部側タツチセンサ領域 6 1 は、図 1 0 A から図 1 0 C と同様、 「プリッ

ジ構造」である。タツチパネル 6 0 B は、 1 つのガラス基板 8 1 B の上に形

成される。なお、ガラス基板 8 1 B に限定されず、透明基板であれば、他の

基板であってもよい。

[0089] ガラス基板 8 1 B は、接触された 2 次元の位置を検知するための表示部側



タツチセンサ領域 6 と、接触されたか否かを検知するための少な くとも 1

つのアイコン側タツチセンサ領域 7 A 7 C とを含む。

[0090] タツチパネル 6 0 B は、 アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C のガ

ラス基板 8 1 B の上に接 し、導電性を有する塗料でアイコンが描画された B

M層 8 2 B と、表示部側タツチセンサ領域 6 のガラス基板 8 B の上に接

する前形成部分である I T O — 1 層 8 3 B ， 8 3 C とを備える。

[0091 ] B M層 8 2 B は、 力一ボンを含んだインク材を蒸着印刷することで、数 从

m と極薄 く形成される。 I T O — 1 層 8 3 B ， 8 3 C は、 2 次元の接触位置

を検知する 2 次元タツチセンサのうち絶縁層 8 4 B の前 に形成される一部分

であ り、導電性材料、たとえば、 I T 0 で構成される。

[0092] なお、 2 次元タツチセンサは、 I T O で構成される縦センサとしての I T

0 — 1 層 8 3 B と、 I T O で構成される横センサとしての I T O — 1 層 8 3

C および I T 0 — 2 層 8 6 B と、縦センサと横センサとの絶縁のための絶縁

層 8 4 B とを含む。

[0093] タツチパネル 6 0 B は、 さらに、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

C の B M層 8 2 B 、表示部側タッチセンサ領域 6 1 の I T O — 1 層 8 3 B

， 8 3 C 、および、表示部側タツチセンサ領域 6 1 の I T O — 1 層 8 3 B ，

8 3 C が形成されていないガラス基板 8 1 B の上に接する絶縁層 8 4 B ， 8

4 D と、表示部側タツチセンサ領域 6 の絶縁層 8 4 B の上に接する後形成

部分である I T O — 2 層 8 6 B とを備える。

[0094] I T O — 2 層 8 6 B は、 2 次元タツチセンサのうち絶縁層 8 4 B の後 に形

成される一部分であ り、導電性材料、たとえば、 I T O で構成される。

[0095] タツチパネル 6 0 B は、 さらに、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

C の絶縁層 8 4 D の上に接 し、導電性材料、たとえば、 I T O で構成され

る 1 層構造のタツチセンサを構成する I T O — 2 層 8 6 D を備える。

[0096] このように構成されているので、アイコン側タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7

1 C にアイコンが描画された B M層 8 2 B が設けられ、かつ、 B M層 8 2 B

と 1 層構造のタツチセンサを構成する I T O — 2 層 8 6 D との間に、アイコ



ン側タツチセンサ領域 7 A 7 C の絶縁層 8 4 Dが設けられる。

[0097] アイコン側タッチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C の絶縁層 8 4 D は、 1層構造

のタツチセンサを構成する I T O — 2 層 8 6 D に接する。表示部側タツチセ

ンサ領域 6 の絶縁層 8 4 B は、後形成部分である I T O — 2 層 8 6 B に接

する。絶縁層 8 4 B， 8 4 D は、同 じ材料で構成される。 1層構造のタツチ

センサを構成する I T O — 2 層 8 6 D および後形成部分である I T O — 2 層

8 6 B は、同 じ材料で構成される。

[0098] これにより、絶縁層 8 4 B， 8 4 D を同工程で形成することができる。ま

た、後形成部分である I T O — 2 層 8 6 B と 1層構造のタツチセンサを構成

する I T O — 2 層 8 6 D とを同工程で形成することができる。

[0099] このため、 B M層 8 2 B と 1層構造のタツチセンサを構成する I T O —2

層 8 6 D との間に絶縁層 8 4 D を設けることが可能となるとともに、当該絶

縁層 8 4 D を設けたとしても工程の増加を抑えることが可能となる。その結

果、製造コス トの増加を抑えて B M層 8 2 B による動作不良を防止すること

ができる。

[01 00] なお、さらに、縦センサとしての I T O — 1層 8 3 B ならびに横センサと

しての I T O — 1層 8 3 C および I T O —2 層 8 6 B のそれぞれ 1 つ 1 つに

接続するように、メタル配線 8 7 B が設けられる。メタル配線 8 7 B は、透

過領域 5 と異なるB M層 8 2 B が形成された領域に設けられる。これによ

り、メタル配線 8 7 B を外部から視認 し難 くすることができる。

[01 0 1 ] また、上述 した各層の最上部を覆うように、絶縁層 8 8 B が設けられる。

これにより、導電性を有する各層が、タツチパネル 6 0 B の外部と絶縁され

る。

[01 02] 以上説明 した実施の形態の効果について説明する。

( 1 ) 従来、特開 2 0 0 2 —3 3 3 6 4 0 号公報に示されるように、タ

ツチパネルおよび液晶パネルのようなマ 卜リックス状に透明電極が配置され

るデバイスでは、信号の出力部は、デバイスの端部に設けられていた。

[01 03] しか し、このようなデバイスの場合、信号の出力部から引出されるF P C



フ レキシブル プ リン ト基板 （以下 「F P C 」 という）を、 当該デバイスを備

える携帯端末 （た とえば、携帯電話、 スマー トフ ォ ン、 ポータブル メデ ィア

プ レーヤ、 タブ レッ ト型 コンピュータな ど）の筐体内に収納するための領域

が必要 となるため、液晶パネルの表示面およびタツチパネルの操作面 よ りも

広い面 を有する筐体 とする必要があ った。

[01 04] この実施の形態は、以下のように構成 されているので、電気機器へ コンパ

ク 卜に搭載することがで きる。

[01 05] ( 1 — 1 ) タ ツチパネル （た とえば、 タツチパネル 6 0 ) は、接触 を検

知 し、検知 した旨の信号 を出力する複数のタツチセ ンサ領域 （た とえば、表

示部側 タツチセ ンサ領域 6 1 、 アイコン側 タツチセ ンサ領域 7 A 7 C

) と、複数のタツチセ ンサ領域か ら出力された信号 をまとめて外部 に出力す

る 1 または複数の信号出力領域 （た とえば、 A C F 領域 6 2 ) とを備 える。

信号出力領域 は、複数のタツチセ ンサ領域の間のいずれかの間隙部 に設 け ら

れる。

[01 06] これ によれば、信号出力領域 に接続 される F P C (た とえば、 F P C 6 3

) な どの部品の接続部 を、複数のタツチセ ンサ領域 を包含する矩形領域 を断

面 とする柱状体の範囲内に収めることがで きる。 その結果、電気機器 （た と

えば、 スマー トフォン 1 ) へ コンパ ク トに搭載することがで きる。

[01 07] ( 1 - 2 ) また、信号出力領域 には、 タツチパネルか ら出力された信号

を伝達 または処理する F P C を接続可能であ り、 F P C は、接続面 と略平行

方向に引出される。 F P C の信号出力領域 との接続部か ら最初の略 9 0 度以

上の曲げ部 までが、 タツチパネルの平行投影の投影図の うち面積が最大のも

のを断面 とする柱状体の範囲内に収納 されることが可能である。

[01 08] これ によれば、 F P C の信号出力領域 との接続部か ら最初の略 9 0 度以上

の曲げ部 までを、 タツチパネルの平行投影の投影図の うち面積が最大のもの

を断面 とする柱状体の範囲内に収めることがで きる。 その結果、 タツチパネ

ル を電気機器へ さ らにコンパ ク 卜に搭載することがで きる。

[01 09] ( 1 - 3 ) また、複数のタツチセ ンサ領域の うちの少な くとも 1 つは、



光 を透過可能 に形成 された透過領域 （た とえば、透過領域 5 1 ) に設 け られ

、残 りは、 アイコンが描画 された領域 （た とえば、 アイコン部 7 A ~ 7 C )

にアイコンの接触 を検知可能 に設 け られる。

[01 10] これ によれば、 タツチパネルの透過領域 に液晶パネル （た とえば、液晶パ

ネル 5 0 ) が設置 されることで、表示画面の接触位置 を検知可能 とすること

がで きるとともに、 アイコンに対応付 け られた機能 を実行可能 とすることが

で きる。

[01 11] ( 1 - 4 ) タ ツチパネルユニ ッ トは、 タツチパネル （タツチパネル 6 0

) と、 タツチパネルか ら出力された信号 を伝達 または処理する F P C (た と

えば、 F P C 6 3 ) とを含む。 タツチパネルは、接触 を検知 し、検知 した旨

の信号 を出力する複数のタツチセ ンサ領域 （た とえば、表示部側 タツチセ ン

サ領域 6 1 、 アイコン側 タツチセ ンサ領域 7 A 7 C ) と、複数のタツ

チセ ンサ領域か ら出力された信号 をまとめて外部 に出力する 1 または複数の

信号出力領域 （た とえば、 A C F 領域 6 2 ) とを備 える。

[01 12] 信号 出力領域 は、複数のタツチセ ンサ領域の間のいずれかの間隙部 に設 け

られる。 F P C は、信号出力領域 に接続 され、接続面 と略平行方向に引出さ

れる。 F P C の信号出力領域 との接続部か ら最初の略 9 0 度以上の曲げ部 ま

でが、 タツチパネルの平行投影の投影図の うち面積が最大のものを断面 とす

る柱状体の範囲内に収納 されることが可能である。

[01 13] これ によれば、 フ レキシブル プ リン 卜基板の信号出力領域 との接続部か ら

最初の略 9 0 度以上の曲げ部 までを、 タツチパネルの平行投影の投影図の う

ち面積が最大のものを断面 とする柱状体の範囲内に収めることがで きる。 そ

の結果、 タツチパネル を電気機器へ コンパ ク 卜に搭載することが可能なタツ

チパネルュニ ッ 卜を提供することがで きる。

[01 14] ( 1 - 5 ) また、複数のタツチセ ンサ領域の うちの少な くとも 1 つは、

光 を透過可能 に形成 された透過領域 （た とえば、透過領域 5 1 ) に設 け られ

、残 りは、 アイコンが描画 された領域 （た とえば、 アイコン部 7 A ~ 7 C )

にアイコンの接触 を検知可能 に設 け られる。



[01 15] これ によれば、 タツチパネルの透過領域 に液晶パネル （た とえば、液晶パ

ネル 5 0 ) が設置 されることで、表示画面の接触位置 を検知可能 とすること

がで きるとともに、 アイコンに対応付 け られた機能 を実行可能 とすることが

で きる。

[01 16] ( 1 - 6 ) また、信号出力領域 は、光 を透過可能 に形成 された透過領域

(た とえば、透過領域 5 1 ) と異 なる領域 （た とえば、 B M 層 8 2 A ， 8 2

B が形成 された領域）に設 け られる。接続部か ら曲げ部 までは、透過領域か

ら透視不能な位置 に配置可能である。

[01 17] これ によれば、接続部か ら曲げ部 までを、透過領域か ら透視不能 に配置す

ることがで きる。曲げ部以降は、 タツチパネルの内部側 に設置 される液晶パ

ネル （た とえば、液晶パネル 5 0 ) およびその他の基板な どの裏側 に引 き回

す ことで、 F P C を透過領域か ら見えないようにすることがで きる。 その結

果、 F P C を透過領域か ら見えないように、 タツチパネルユニ ッ トを電気機

器 （た とえば、 スマー トフ ォ ン 1 ) に搭載することがで きる。

[01 18] ( 1 - 7 ) 電気機器 （た とえば、 スマー トフ ォ ン 1 ) は、上述のいずれ

かのタツチパネル またはタツチパネルュニ ッ 卜を備 える。

[01 19] これ によれば、電気機器へ コンパ ク トに搭載することが可能なタツチパネ

ルおよびタツチパネルュニ ッ 卜を搭載 した電気機器 を提供することがで きる

[01 20] ( 2 ) 従来、特開 2 0 0 2 — 3 3 3 6 4 0 号公報 に示 されるように、 タ

ツチパネルおよび液晶パネルのようなマ 卜リックス状 に透明電極 が配置 され

るデバイスでは、信号の出力部 は、デバイスの端部 に設 け られていた。 この

ようなデバイスでは、背面か らパネル を照光する場合 に、信号の出力部が照

光 される光線 に干渉 しないように し易い。

[01 2 1 ] また、特開 2 0 0 7 — 2 3 4 5 8 4 号公報 に示 されるように、導光板 を用

いてタツチセ ンサを照光する技術があ つた。 このような技術では、照光 され

る光線が他の物 によって干渉 されないようにすることがで きる。

[01 22] しか し、特開 2 0 0 2 — 3 3 3 6 4 0 号公報のようなデバイスの場合、信



号の出力部か ら引出されるフレキシブル プ リン ト基板 （以下 「F P C ( FLex i

b Le P i nted Ci rcu i ts) 」 という）を、当該デバイスを備える携帯端末 （

たとえば、携帯電話、スマー トフォン、ポータブルメデ ィアプレーヤ、 タブ

レツ 卜型 コンピュータなど）の筐体内に収納するための領域が必要 となるた

め、液晶パネルの表示面およびタツチパネルの操作面よりも広い面を有する

筐体 とする必要があった。

[01 23] また、特開 2 0 0 7 _ 2 3 4 5 8 4 号公報の技術では、 L E D ( L i ght Em

t t i ng Di ode) な どの光源 に加えて、導光板が必要 となるため、導光板の部

品コス トおよび導光板 を組込むための製造 コス トが必要 となるといった問題

があつた。

[01 24] この実施の形態は、以下のように構成 されているので、電気機器へ コンパ

ク 卜に搭載することができるとともに、製造 コス トの増加を抑えた照光がで

きる。

[01 25] ( 2 - ) タ ツチパネルユニ ッ トは、 タツチパネル （たとえば、 タツチ

パネル 6 0 ) と、 タツチパネルか ら出力された信号を伝達 または処理する F

P C (た とえば、 F P C 6 3 ) とを含む。 タツチパネルは、接触 を検知 し、

検知 した旨の信号を出力する複数のタツチセンサ領域 （たとえば、表示部側

タツチセンサ領域 6 1 、 アイコン側 タツチセンサ領域 7 1 A ~ 7 1 C ) と、

複数のタツチセンサ領域か ら出力された信号をまとめて外部 に出力する 1 ま

たは複数の信号出力領域 （たとえば、 A C F 領域 6 2 ) とを備 える。

[01 26] 信号出力領域は、複数のタツチセンサ領域の間のいずれかの間隙部 に設け

られる。複数のタツチセンサ領域のうちの少な くとも 1 つは、 アイコン領域

(た とえば、 アイコン部 7 A ~ 7 C ) にアイコンの接触 を検知可能に設けら

れ、 アイコン領域は、 アイコンの一部が光を透過可能なようにアイコンが描

画された領域である。

[01 27] タ ツチパネルユニ ッ トは、 アイコン領域 を背面か ら照光する照明装置 （た

とえば、 L E D 7 2 ) をさ らに備える。 F P C は、信号出力領域 に接続 され

、接続面 と略平行方向に引出される。 F P C の信号出力領域 との接続部か ら



最初の略 9 0 度以上の曲げ部 までが、 タツチパネルの平行投影の投影図の う

ち面積が最大のものを断面 とする柱状体の範囲内に収納 されることが可能で

あるとともに、照明装置か らアイコン領域への光線 を避 けて配置 されること

が可能である。

[01 28] これ によれば、 F P C の信号出力領域 との接続部か ら最初の略 9 0 度以上

の曲げ部 までを、 タツチパネルの平行投影の投影図の うち面積が最大のもの

を断面 とする柱状体の範囲内に収めることがで きる。 また、照光装置 による

アイコン領域の照光 を妨 げないようにで きるので、照光装置以外の構成 を設

ける必要 をな くすることがで きる。 その結果、 タツチパネルユニ ッ トを電気

機器へ コンパ ク 卜に搭載することがで きるとともに、製造 コス トの増加 を抑

えた照光がで きる。

[01 29] ( 2 - 2 ) また、信号出力領域 は、光 を透過可能 に形成 された透過領域

(た とえば、透過領域 5 1 ) と異 なる領域 に設 け られる。接続部か ら曲げ部

までは、透過領域か ら透視不能な位置 に配置可能である。

[01 30] これ によれば、接続部か ら曲げ部 までを、透過領域か ら透視不能 に配置す

ることがで きる。曲げ部以降は、 タツチパネルの内部側 に設置 される液晶パ

ネル （た とえば、液晶パネル 5 0 ) およびその他の基板な どの裏側 に引 き回

す ことで、 F P C を透過領域か ら見えないようにすることがで きる。 その結

果、 F P C を透過領域か ら見えないように、 タツチパネルユニ ッ トを電気機

器 に搭載することがで きる。

[01 3 1 ] ( 2 - 3 ) 電気機器 （た とえば、 スマー トフォン）は、上述のいずれか

のタツチパネルュニ ッ 卜を備 える。

[01 32] これ によれば、電気機器へ コンパ ク トに搭載することが可能であるととも

に、製造 コス トの増加 を抑 えた照光が可能なタツチパネルュニ ッ 卜と搭載 し

た電気機器 を提供することがで きる。

[01 33] ( 2 - 4 ) 電気機器は、接続部か ら曲げ部 までを、柱状体の範囲内に収

納 させるとともに、光線 を避 けて配置 させる拘束部材 （た とえば、 キャビネ

ッ 卜6 5 ) をさ らに備 える。



[01 34] この発明に従 えば、 F P C の信号出力領域 との接続部か ら最初の略 9 0 度

以上の曲げ部 までを、 タツチパネルの平行投影の投影図の うち面積が最大の

ものを断面 とする柱状体の範囲内に、 よ り確実 に、収めることがで きるとと

もに、照光装置 によるアイコン領域の照光 を、 よ り確実 に妨 げないようにで

きる。

[01 35] ( 3 ) 図 9 A か ら図 9 C および図 1 0 A か ら図 1 0 C を参照 して、図 9

A および図 1 O A に示すように、 スマー トフォンな どの携帯端末の表示部 に

加えて表示部の下部 に所定の操作が可能なアイコン部 を設 けて、 1 つのタッ

チパネル 1 6 0 A ， 6 O B の検知領域で、表示部 とアイコン部 との両方の

接触 をそれぞれ検知するものがあ った。

[01 36] 図 9 B で示すように、表示部 は、 タツチパネル 1 6 0 A の縦セ ンサ と して

の I T 0 _ 1 層 1 8 3 A と横セ ンサ と しての I T O — 2 層 1 8 6 A によって

、ユーザが指等で触れた表示部の位置 を検知可能 とされている。 また、図 1

0 B で示すように、表示部 は、 タツチパネル 1 6 0 B の縦セ ンサ と しての I

T O — 1 層 1 8 3 B と横セ ンサ と しての I T O — 1 層 1 8 3 C によって、ュ

—ザが指等で触れた表示部の位置 を検知可能 とされている。 これ らの検知信

号は、複数のメタル配線 1 8 7 A ， 8 7 B を通 って、 それぞれ、 タツチパ

ネル 1 6 0 A , 1 6 0 B の外部 に出力される。

[01 37] 図 9 C で示すように、 アイコン部 も、 タツチパネル 1 6 0 A の縦セ ンサ と

しての I T O — 1 層 1 8 3 A と横セ ンサ と しての I T O — 2 層 によって、ュ

—ザが指等でアイコン部 を触れたか否かを検知可能 とされている。 また、図

1 0 C で示すように、 アイコン部 も、 タツチパネル 1 6 0 B の縦セ ンサ と し

ての I T O — 1 層 1 8 3 B と横セ ンサ と しての I T O — 1 層 1 8 3 C によつ

て、ユーザが指等でアイコン部 を触れたか否かを検知可能 とされている。 こ

れ らの検知信号 も、複数のメタル配線 1 8 7 A ， 1 8 7 B を通 って、 それぞ

れ、 タツチパネル 1 6 0 A , 1 6 0 B の外部 に出力される。

[01 38] ここで、 タツチパネル 1 6 0 A ， 1 6 0 B においては、 アイコン部のアイ

コンの意匠が、 B M 層 1 8 2 A ， 1 8 2 B で、 それぞれ、 ガラス基板 1 8 1



A , 8 B の上に形成 される。なお、図 9 A および図 1 O A においては、

アイコン部 には I T O の層が示されていないが、 これは、 B M層 1 8 2 A ，

1 8 2 B で表わされる意匠が図面で分か り難 くなるので、図示 していないた

めである。

[01 39] このように構成 されていることによって、 1 つのタツチパネル 1 6 0 A ，

1 6 O B で、表示部のセンサおよびアイコン部のセンサを兼ねることができ

るとともに、 アイコンの意匠も含めることができる。

[0140] しか し、 このように構成 した場合、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B に力一ボン

等の導電性物質が含 まれてお り、複数列の I T O — 1 層 1 8 3 A ， 8 3 B

が、それぞれ、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B と、直接、接触 しているため、 タ

ツチパネル 1 6 0 A ， 6 0 B のセンサ性能に影響 を与えて しまうといった

問題が生 じる。

[0141 ] このような黒インクに含 まれる炭素質粉体の導電性 に起因 して誤動作 また

は不動作が起 こる問題 に対応するために、特開 2 0 0 9 _ 2 9 5 3 6 5 号公

報 に示されているように、意匠インクと して、絶縁性黒インクを用いること

が考 え られる。 これにより、 タツチパネルに黒の意匠インクを用いる場合で

あっても、 タツチパネルのセンサ性能に与える影響 を減少させることができ

る。

[0142] しか し、 このように した場合、インクを形成する素材およびインクの色調

の自由度が低 くなつて しまうといった問題が生 じる。特 に、 ガラス基板 1 8

A , 1 8 1 B の上に、それぞれ、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B を形成 して、

その上に、 タツチセンサを形成する場合、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B での段

差 による断線の懸念などがあるため、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B の厚 さは、

インクをベタ塗 りする場合の 1 0 ~ 2 0 m よりも薄 くすることが望 ま しい

。 この場合に、インクの選定の自由度が低いと、所望の性能を発揮するイン

クを選定することが、 さらに難 しくなつて しまう。

[0143] このような問題 を回避するためには、 アイコン部の I T O の層 と B M層 1

8 2 A , 1 8 2 B との間に絶縁層を 1 層追加することが考 え られる。 このよ



うにすれば、 B M層 1 8 2 A ， 1 8 2 B の導電性物質が、アイコン部の I T

0 の層に悪影響を与えることを防止することができる。

[0144] しか し、塗膜層とセンサ層との間に絶縁層を 1層追加するようにした場合

、絶縁層を形成するための工程が必要となるため、生産効率が低下 し、製造

コス トが増加 して しまうといつた問題が生 じる。

[0145] この実施の形態は、以下のように構成されているので、製造コス トの増加

を抑えて塗膜層による動作不良を防止することができる。

[0146] ( 3 - ) タツチパネル （たとえば、タツチパネル 6 0 ) は、 1 つの透

明基板 （たとえば、ガラス基板 8 A , 8 B ) を備える。透明基板は、 2

次元の接触位置を検知する2 次元タツチセンサを含み、接触された 2 次元の

位置を検知するためのメインタツチセンサ領域 （たとえば、表示部側タツチ

センサ領域 6 1 ) と、 1層構造のタツチセンサを含み、接触されたか否かを

検知するための少なくとも 1 つのサプタツチセンサ領域 （たとえば、アイコ

ン側タツチセンサ領域 7 A 7 C ) とを含む。

[0147] 2 次元タツチセンサにおいては、前形成部分と後形成部分との間のメイン

側絶縁層 （たとえば、絶縁層 8 4 A ， 8 4 B ) が設けられる。これによれば

、サプタツチセンサ領域にアイコンが描画された塗膜層 （たとえば、 B M 8

2 A , 8 2 B ) を設け、かつ、塗膜層と 1層構造のタツチセンサとの間にサ

プ側絶縁層 （たとえば、絶縁層 8 4 C， 8 4 D ) を設ける場合に、メイン側

絶縁層とサブ側絶縁層とを同工程で形成すること、および、後形成部分と 1

層構造のタツチセンサとを同工程で形成することが可能なタツチパネルとす

ることができる。

[0148] このため、塗膜層と 1層構造のタツチセンサとの間に絶縁層を設けること

が可能となるとともに、当該絶縁層を設けたとしても工程の増加を抑えるこ

とが可能となる。その結果、製造コス トの増加を抑えて塗膜層による動作不

良を防止することができる。

[0149] ( 3 - 2 ) また、 1層構造のタツチセンサは、導電性材料 （たとえば、

I T O ) で構成される。タツチパネルは、サプタツチセンサ領域の透明基板



の上 に、透明基板、塗膜層、サ ブ側絶縁層、 および、 1 層構造のタツチセ ン

ザの層 （た とえば、 I T O — 2 層 8 6 C ， 8 6 D ) の順 の層構造 をさ らに備

える。塗膜層は、導電性物質を含む塗料でアイコンが描画 された層である。

[01 50] 2 次元 タツチセ ンサにおいては、前形成部分 と後形成部分 との間のメイン

側絶縁層が設 け られる。 これによれば、サ プタツチセ ンサ領域 にアイコンが

描画 された塗膜層が設 け られ、かつ、塗膜層 と 1 層構造のタツチセ ンサ との

間にサ プ側絶縁層が設 け られるので、 メイン側絶縁層 とサ プ側絶縁層 とを同

工程で形成すること、 および、後形成部分 と 1 層構造のタツチセ ンサ とを同

工程で形成することが可能なタツチパネル とすることがで きる。

[01 5 1 ] このため、塗膜層 と 1 層構造のタツチセ ンサ との間に絶縁層 を設 けること

が可能 となるとともに、 当該絶縁層 を設 けた と しても工程の増加 を抑 えるこ

とが可能 となる。 その結果、製造 コス トの増加 を抑 えて塗膜層 による動作不

良を防止することがで きる。

[01 52] ( 3 - 3 ) さ らに、 2 次元 タツチセ ンサは、導電性材料 （た とえば、 I

T O ) で構成 される縦セ ンサ と、導電性材料 （た とえば、 I T O ) で構成 さ

れる横セ ンサ と、縦セ ンサ と横セ ンサ との絶縁のためのメイン側絶縁層 とを

含む。サ プ側絶縁層は、 1 層構造のタツチセ ンサの層 に接する。 メィン側絶

縁層は、 2 次元 タツチセ ンサを構成する部分の うちメイン側絶縁層の後 に形

成 される後形成部分 （た とえば、 2 層構造の 2 層 目と しての I T O — 2 層 8

6 A 、 ブ リッジ構造のブ リッジと しての I T O — 2 層 8 6 B ) に接 する。 メ

ィン側絶縁層およびサ プ側絶縁層は、同 じ材料で構成 される。 1 層構造のタ

ツチセ ンサの層および後形成部分は、同 じ材料で構成 される。

[01 53] 2 次元 タツチセ ンサにおいては、前形成部分 （た とえば、 2 層構造の縦セ

ンサ と しての I T O — 1 層 8 3 A 、 な らびに、 ブ リッジ構造の縦セ ンサ と し

ての I T O — 1 層 8 3 B および横セ ンサの一部 と しての I T O — 1 層 8 3 C

) と後形成部分 との間のメイン側絶縁層が設 け られる。 これによれば、サ ブ

タツチセ ンサ領域 にアイコンが描画 された塗膜層が設 け られ、かつ、塗膜層

と 1 層構造のタツチセ ンサ との間にサ プ側絶縁層が設 け られるとともに、サ



プ側絶縁層は、 1 層構造のタツチセ ンサの層 に接 し、 メイン側絶縁層は、後

形成部分 に接 し、 メイン側絶縁層およびサ ブ側絶縁層は、同 じ材料で構成 さ

れ、 1 層構造のタツチセ ンサの層および後形成部分は、同 じ材料で構成 され

るので、 メィン側絶縁層 とサ ブ側絶縁層 とを同工程で形成すること、 および

、後形成部分 と 1 層構造のタツチセ ンサ とを同工程で形成することが可能な

タツチパネル とすることがで きる。

[01 54] このため、塗膜層 と 1 層構造のタツチセ ンサ との間に絶縁層 を設 けること

が可能 となるとともに、 当該絶縁層 を設 けた と しても工程の増加 を抑 えるこ

とが可能 となる。 その結果、製造 コス トの増加 を抑 えて塗膜層 による動作不

良を防止することがで きる。

[01 55] ( 3 - 4 ) タ ツチパネル （た とえば、 タツチパネル 6 0 ) は、 1 つの透

明基板 （た とえば、 ガラス基板 8 A , 8 B ) を備 える。透明基板 は、接

触 された 2 次元の位置 を検知するためのメインタツチセ ンサ領域 （た とえば

、表示部側 タツチセ ンサ領域 6 1 ) と、接触 されたか否かを検知するための

少な くとも 1 つのサ プタッチセ ンサ領域 （た とえば、 アイコン側 タッチセ ン

サ領域 7 A 7 C ) とを含む。 タツチパネルは、 さ らに、サ ブタツチセ

ンサ領域の透明基板の上 に接 し、導電性物質を含む塗料でアイコンが描画 さ

れた塗膜層 （た とえば、 B M 8 2 A , 8 2 B ) と、 メインタツチセ ンサ領域

の透明基板の上 に接する前形成部分 （た とえば、 2 層構造の縦セ ンサ と して

の I T O — 1 層 8 3 A 、 な らびに、 ブ リッジ構造の縦セ ンサ と しての I T 0

— 1 層 8 3 B および横セ ンサの一部 と しての I T O — 1 層 8 3 C ) とを備 え

る。前形成部分は、 2 次元の接触位置 を検知する 2 次元 タツチセ ンサの一部

分であ り、導電性材料 （た とえば、 I T O ) で構成 される。

[01 56] タ ツチパネルは、 さ らに、サ プタツチセ ンサ領域の塗膜層、 メインタツチ

セ ンサ領域の前形成部分、 および、 メインタツチセ ンサ領域の前形成部分が

形成 されていない透明基板の上 に接する絶縁層 （た とえば、表示部側の絶縁

層 8 4 A ， 8 4 B 、 アイコン側の絶縁層 8 4 C ， 8 4 D ) と、 メインタツチ

セ ンサ領域の絶縁層の上 に接する後形成部分 （た とえば、 2 層構造の横セ ン



サ と しての I T O — 2 層 8 6 A 、 な らびに、 ブ リッジ構造の横セ ンサの残 り

の一部のブ リッジと しての I T O — 2 層 8 6 B ) とを備 える。後形成部分は

、 2 次元 タツチセ ンサの一部分であ り、導電性材料 （た とえば、 I T O ) で

構成 される。 タツチパネルは、 さ らに、サ プタツチセ ンサ領域の絶縁層の上

に接 し、導電性材料で構成 される 1 層構造のタツチセ ンサ （た とえば、 I T

0 — 2 層 8 6 C ， 8 6 D ) を備 える。

[01 57] これ によれば、サ プタツチセ ンサ領域 にアイコンが描画 された塗膜層が設

け られ、かつ、塗膜層 と 1 層構造のタツチセ ンサ との間にサ ブ側絶縁層が設

け られるとともに、サ ブ側絶縁層は、 1 層構造のタツチセ ンサの層 に接 し、

メィン側絶縁層は、後形成部分 に接 し、 メイン側絶縁層およびサ ブ側絶縁層

は、同 じ材料で構成 され、 1 層構造のタツチセ ンサの層および後形成部分は

、同 じ材料で構成 されるので、 メィン側絶縁層 とサ プ側絶縁層 とを同工程で

形成すること、 および、後形成部分 と 1 層構造のタツチセ ンサ とを同工程で

形成することが可能なタツチパネル とすることがで きる。

[01 58] このため、塗膜層 と 1 層構造のタツチセ ンサ との間に絶縁層 を設 けること

が可能 となるとともに、 当該絶縁層 を設 けた と しても工程の増加 を抑 えるこ

とが可能 となる。 その結果、製造 コス トの増加 を抑 えて塗膜層 による動作不

良を防止することがで きる。

[01 59] ( 3 - 5 ) 電気機器 （た とえば、 スマー トフ ォ ン 1 ) は、上述のいずれ

かのタツチパネル を備 える。

[01 60] これ によれば、製造 コス トの増加 を抑 えて塗膜層 による動作不良を防止す

ることが可能なタッチパネル を搭載 した電気機器 を提供することがで きる。

[01 6 1 ] 次 に、上述 した実施の形態の変形例 を説明する。

( 1 ) 前述 した実施の形態 においては、表示部側 タツチセ ンサ領域 6 1

とアイコン側 タツチセ ンサ領域 7 A 7 C とを設 けるように した。 しか

し、 これに限定されず、 1 つの透明基板上 に、複数、設 け られるのであれば

、 どのようなタツチセ ンサ領域であ ってもよい。

[01 62] ( 2 ) 前述 した実施の形態 においては、静電容量の変化で接触 を検知す



るセ ンサに層構造の発明を適用する場合 について説明 した。 しか し、層構造

の発明が適用されるのは、静電容量の方式のセ ンサに限定されず、同様の構

造であれば、他の方式のセ ンサであ ってもよい。

[01 63] ( 3 ) 前述 した実施の形態 における 1 層構造のタツチセ ンサの構造 と し

ては、 1 つの領域で形成 されるものであ っても、複数の領域で形成 されるも

のであ ってもよい。 1 つの領域で形成 されるもの と しては、た とえば、矩形

、 円形、矩形の角 を丸 く面取 りした形状、 および、所定幅の線で渦巻 きを形

成 した形状な どがある。複数の領域で形成 されるもの と しては、 1 つの領域

を取囲むようにもう一方の領域が設 け られる形状、 および、 2 つの領域が絡

み合 った形状な どがある。

[ 0 164] 今回開示 された実施の形態はすべての点で例示であ って制限的なものでは

ないと考 え られるべ きである。本発明の範囲は上記 した説明ではな くて請求

の範囲によって示 され、請求の範囲 と均等の意味および範囲内でのすべての

変更が含 まれることが意図される。

符号の説明

[01 65] ス マ ー トフ ォ ン、 5 表示部、 7 A ~ 7 C ， 0 7 , 0 7 A アイ

コ ン部、 1 1 筐体、 5 0 ， 1 5 O A 液晶パ ネル 、 5 1 ， 1 5 1 透過領

域、 6 0 ， 6 0 A , 6 0 B , 1 6 0 ， 6 0 A , 6 0 B , 6 A タ ツ

チパネル、 6 1 表示部側 タツチセ ンサ領域、 6 2 A C F 領域、 6 3 ，

6 3 A , 6 3 B , 7 3 B F P C 、 6 5 ， 6 5 A キャビネ ッ ト、 6

6 照光範囲、 6 7 接続部、 7 1 A ~ 7 1 C アイコン側 タツチセ ンサ領

域、 7 2 ， 7 2 A , 7 2 B L E D 8 A , 8 1 B ， 8 A , 1 8

B ガ ラ ス基板、 8 2 A ， 8 2 B , 8 2 A , 8 2 B B M 層、 8 3 A

， 8 3 B , 8 3 C , 8 3 A , 8 3 B , 8 3 C I T 0 _ 1 層、 8 4 A

， 8 4 B , 8 4 C , 8 4 D , 8 8 A , 8 8 B 絶縁層、 8 6 A ， 8 6 B ， 8

6 C , 8 6 D , 8 6 A I T O — 2 層、 8 7 A ， 8 7 B , 8 7 A , 1 8

7 B メタル配線、 1 6 1 タ ツチセ ンサ領域、 1 7 4 B 導光部材。



請求の範囲

接触 を検知 し、検知 した旨の信号 を出力する複数のタツチセ ンサ領

域 と、

複数の前記 タツチセ ンサ領域か ら出力された前記信号 をまとめて外

部 に出力する 1 または複数の信号出力領域 とを備 え、

前記信号出力領域 は、複数の前記 タツチセ ンサ領域の間のいずれか

の間隙部 に設 け られる、 タツチパネル。

前記信号出力領域 には、前記 タツチパネルか ら出力された前記信号

を伝達 または処理するフ レキシブル プ リン 卜基板 を接続可能であ り、

前記 フ レキシプル プ リン ト基板 は、接続面 と略平行方向に引出され、

前記 フ レキシブル プ リン 卜基板の前記信号出力領域 との接続部か ら

最初の略 9 0 度以上の曲げ部 までが、前記 タツチパネルの平行投影の

投影図の うち面積が最大のものを断面 とする柱状体の範囲内に収納 さ

れることが可能である、請求項 1 に記載のタツチパネル。

複数の前記 タツチセ ンサ領域の うちの少な くとも 1 つは、光 を透過

可能 に形成 された透過領域 に設 け られ、残 りは、 アイコンが描画 され

た領域 に前記 アイコンの接触 を検知可能 に設 け られる、請求項 1 に記

載のタツチパネル。

タツチパネル と、前記 タツチパネルか ら出力された信号 を伝達 また

は処理するフ レキシプル プ リン ト基板 とを含むタツチパネルュニ ッ 卜

であ って、

前記 タツチパネルは、

接触 を検知 し、検知 した旨の前記信号 を出力する複数のタッチセ

ンサ領域 と、

複数の前記 タツチセ ンサ領域か ら出力された前記信号 をまとめて

外部 に出力する 1 または複数の信号出力領域 とを備 え、

前記信号出力領域 は、複数の前記 タツチセ ンサ領域の間のいずれか

の間隙部 に設 け られ、



前記 フ レキシブル プ リン 卜基板 は、前記信号出力領域 に接続 され、

接続面 と略平行方向に引出され、

前記 フ レキシブル プ リン 卜基板の前記信号出力領域 との接続部か ら

最初の略 9 0 度以上の曲げ部 までが、前記 タツチパネルの平行投影の

投影図の うち面積が最大のものを断面 とする柱状体の範囲内に収納 さ

れることが可能である、 タツチパネルユニ ッ ト。

複数の前記 タツチセ ンサ領域の うちの少な くとも 1 つは、光 を透過

可能 に形成 された透過領域 に設 け られ、残 りは、 アイコンが描画 され

た領域 に前記 アイコンの接触 を検知可能 に設 け られる、請求項 4 に記

載のタツチパネルュニ ッ 卜。

前記信号出力領域 は、光 を透過可能 に形成 された透過領域 と異なる

領域 に設 け られ、

前記接続部か ら前記曲げ部 までは、前記透過領域か ら透視不能な位

置 に配置可能である、請求項 4 に記載のタツチパネルュニ ッ 卜。

アイコン領域 は、 アイコンの一部が光 を透過可能なように前記 アイ

コンが描画 された領域であ り、

複数の前記 タツチセ ンサ領域の うちの少な くとも 1 つは、前記 アイ

コン領域 に前記 アイコンの接触 を検知可能 に設 け られ、

前記 アイコン領域 を背面か ら照光する照明装置 をさ らに備 え、

前記接続部か ら前記曲げ部 までは、前記照明装置か ら前記 アイコン

領域への光線 を避 けて配置 されることが可能である、請求項 4 に記載

のタツチパネルュニ ッ 卜。

前記信号出力領域 は、光 を透過可能 に形成 された透過領域 と異なる

領域 に設 け られ、

前記接続部か ら前記曲げ部 までは、前記透過領域か ら透視不能な位

置 に配置可能である、請求項 7 に記載のタツチパネルュニ ッ 卜。

請求項 1 か ら請求項 3 のいずれかに記載のタツチパネル、 または、

請求項 4 か ら請求項 8 のいずれかに記載のタツチパネルュニ ッ 卜を備



えた、 機器 o

[ 請求項 10 ] 請求項 4 か ら請求項 8 のいずれかに記載のタツチパネルュニ ッ 卜を

備 え、

前記接続部か ら前記曲げ部 までを、前記柱状体の範囲内に収納 させ

るとともに、前記光線 を避 けて配置 させる拘束部材 をさ らに備 える、
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